
令和 5 年 3 月 発熱外来（完全予約制）のお知らせ  

 

当日電話で予約された方のみ 受付・診察を行います。 

 

予約の無い方や指定診察時間外の対応は出来ません。予めご了承願います。 

 

●下記の症状に該当する方は、電話にてご予約ください。 

37.0度以上の発熱、風邪症状(咳･鼻水･悪寒･頭痛･咽頭痛･関節痛等)、 

だるさ(倦怠感)、呼吸苦、味覚･嗅覚異常、等 

 

【連絡先】０２９－２４０－５１０１ 

 

【対象】曜日により異なります。ご注意ください！ 

平日  ： 小学 1 年生 以上（およそ体重 20kg 程度以上が目安） 

（臨時）土曜日 ： 15歳 以上 

 

※小児の受診に際して下記【小児の発熱外来診療について】をご参照ください。 

 

 

【平日の診察日時】 

曜日 月 火 水 木 金 土 日 

午前 ◎  ◎  ◎   

午後        

(◎月 ◎水 ◎金 発熱外来の受付時間)   ９：３０～１１：３０ 

(◎月 ◎水 ◎金 発熱外来の診察時間) １１：００～１３：００ 

 

【臨時の診察日時】  

○令和 5年 3 月 18日（土） 

(○令和 5年 3 月 18日（土） 発熱外来の受付時間)   ９：３０～１０：３０ 

(○令和 5年 3 月 18日（土） 発熱外来の診察時間) １１：００～１２：００ 

 

 



【 発熱外来当日の流れ 】 

① 当日９：３０～１１：３０まで（3月 18日は１０：３０まで）にお電話ください。 

 

② 電話予約時、下記内容について問診いたします。 

症状、既往歴、内服歴、ワクチン接種歴 

同居者や勤務先、学校でのコロナ発生状況 

最近の飲食、旅行、娯楽施設利用、イベント参加など 

 

③ 問診後、予約時間をお伝えします。 

 

④ 予約時間に当院正面までお車でお越しください。 

 

             ※ご自身または家族の運転でご来院ください。 

※タクシーでの来院は対応しておりません。 

※近隣にお住まいで徒歩来院希望の方はご相談下さい。（ 029-240-5101 ） 

 

⑤ 到着時、車内より当院へご連絡下さい。 

 

⑥ 当院職員がお車まで伺います。マスクを着用して車内でお待ちください。 

 

⑦ 当院職員へ健康保険証および預り金 5000円をお渡しください。 

 

⑧ 当院の診察はドライブスルー方式となります。 

医師、看護師がお車まで伺います。乗車した状態で問診、診察、検査、処方まで行います。 

処方箋を発行する場合はお時間を要します。指定の駐車場にてお待ちいただきます。 

 

⑨ ご精算は後日いたします。2週間後を目安に病院までご連絡ください。 

 

 

 

 

【発熱外来に関して内容変更の場合は、随時ご案内致します】 

  

令和 5年 3月 東前病院 病院長 

 

 

 

 

 

 

 



 

【検査について】 

 

ドライブスルー方式にて乗車したまま下記検査を行います。 

 〇コロナウイルス抗原（鼻から綿棒挿入） 

 〇インフルエンザウイルス抗原（鼻から綿棒挿入） 

 〇コロナウイルス PCR（鼻から綿棒挿入または唾液採取） 

 

診察の結果、画像検査など追加検査が必要とされた場合 

当日、他の発熱外来予約患者様の診察終了後に追加検査を施行します。 

対象患者様には発熱外来終了時までお待ちいただくことになりますのでご了承ください。 

 

 

【処方薬について】 

 

当院発熱外来では下記ウイルス治療薬の処方が可能です（医師判断にて） 

 

〇ラゲブリオ（コロナウイルス治療薬） 

 内服薬：主な対象者は 65歳以上あるいは基礎疾患を有する方 

 発症から 5日以内 

 院内処方 

 同意書が必要です。 

 

〇ゾコーバ（コロナウイルス治療薬） 

 内服薬 主な対象者は 12歳以上の若い方 

  基礎疾患が無く普段は内服薬を使用していない方。 

  ※妊娠の可能性がわずかでもある方には使用できません。 

 発症から 3日以内 

 院内処方 

 同意書が必要です。 

 

 

〇タミフル（インフルエンザウイルス治療薬） 

 内服薬 当院での対象者は小学 1年生以上 

 発症から 2日以内 

院外処方 

 

 

 

 



【小児の発熱外来診療について】 

  

 〇内科医がドライブスルー方式で診察を行うため、限られた診療となります。 

  

 〇対象の目安：小学 1年生以上、およそ体重 20kg以上が目安です。 

  ただし土曜日診察は 15歳以上のみとなります。 

 

 〇コロナウイルス抗原検査、PCR検査、インフルエンザウイルス抗原検査が可能です。 

  いずれも鼻から綿棒を挿入します。綿棒挿入に耐えられない子は診察不可です。 

 

 〇コロナ、インフルエンザいずれも陰性の場合は小児科受診をご検討下さい。 

 

 〇処方可能なお薬について 

解熱剤、咳止め、気管支拡張薬およびインフルエンザ治療薬【タミフル】などに限られ 

ています。小児用のお薬は入手困難となっていますが、当院の隣、東前薬局に在庫確保を

お願いしています(他の薬局で処方箋に対応できるか否か不明です)。 

 

〇小児の診察は  

月水金 は 可 

  土曜日 は 不可 

 

 

 


